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（70）長沼雅子「田中芳男博覧会日記　全」一、二、『伊那』第 826号、第 828号、1997年 3月、5月。
（71）前掲（1）の 115～117頁。
（72）種倉紀昭「佐竹曙山と平賀源内の著書に記された「蛮（番）産」顔料」『岩手大学教育学部研究年
報』第 50巻第 1号、1990年 10月、37～43頁。
（73）疑問点の一つとして今後の課題としたい。
（74）entrepotについては、幕末外交上の一大問題であったらしく、関わった人物の記録に散見される。
（75）名村泰蔵については、清浦奎吾「名村泰蔵追懐談」（『慶雲集』（西野義正編、1930年 4月）を参照
のこと。
（76）内藤遂『幕末ロシア留学記』雄山閣、1968年 6月、84～96頁。
（77）前掲（3）の 17～18頁。
（78）前掲（7）の田中論文。
（79）前掲（3）の 18頁。
（80）その一端は、佐藤達策「日本における博物学近代化（その 2）……田中芳男の役割……」（『一般教
育紀要（日本大学松戸歯学部）』第 4号、1978年 2月）を参照のこと。
（81）明治二十二年と推察される書簡の翻刻は以下の通り。
貴墨拝読、益御清適欣抃ニ候、将、其陽二氏江届ケ物、御面倒奉多謝候、右冊正ニ落掌仕候、御序ニ厚
右礼之義宜御伝声奉希上候、且亦尊君も別ニ会津産紫薇幷珎
（珍珠母カ）
母殻肉トモ御投与被下、御厚情不浅山々奉
謝候、珍説可仕候、書外拝眉御礼可被申上候、紛冗中早々漫書先々如斯御座候
　四日 伊藤圭介
河原田大人
